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［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年10⽉16⽇）

2020/10/9 2020/10/16 変化幅
5.937 5.935 -0.002

2020/10/9 2020/10/16 変化率
40,509.49 39,982.98 -1.30%

前週⾦曜⽇にインド準備銀⾏（中央銀⾏、RBI）が発表した債
券市場⽀援策が引き続き好感されて、週初のインド10年国債利回
りは低下（価格は下落）しました。その⽇の取引時間終了後に発
表された9⽉の消費者物価指数（CPI）が市場予想を上回ったこ
とから、13⽇に利回りは上昇しました。16⽇は予想外のタイミングで
の今年度後半の国債発⾏予定額引き上げが嫌気されて10年国
債利回りは上昇し、週間では⼩動きとなりました。

［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年10⽉16⽇）

2020/10/9 2020/10/16 変化率
1.448 1.436 -0.82%
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［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年10⽉16⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

（対象期間︓2020/10/12〜2020/10/16）

出所︓グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

201019（05）

＜当資料に関してご留意いただきたい事項＞※当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が、情報提供を⽬的として作成した資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰資料で
はありません。また、特定の⾦融商品の勧誘・販売等を⽬的とした販売⽤資料ではありません。※当資料は、信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしもその正確性、完
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英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に⽶国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の⼦会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

週初に発表されたインドの9⽉のCPIが市場予想を上回り、8⽉の鉱
⼯業⽣産が市場予想を下回ったことなどから、ルピーは対⽶ドルで下
落しました。円が対⽶ドルで上昇したことから、対円でも下落しまし
た。

週初は、政府が景気⽀援策を発表したことが好感された⼀⽅、商
業都市ムンバイで⼤規模な停電が発⽣したことを受けてインド株式
市場は⼩幅な上昇となりました。13⽇は決算への期待感からIT株
が買われて⼩幅ながら続伸、14⽇は銀⾏株がけん引して⼀段⾼と
なり、SENSEX指数などの主要株価指数は10⽇連続の上昇となり
ました。しかし、15⽇は利益確定売りが膨らんで反落しました。16⽇
は買い戻す動きが出ましたが、週間では下落となりました。


